
20 19

国
10
位
前
後
、
県
民
一
人
当
た
り
換
算

で
は
全
国
第
2
位
の
製
薬
県
で
す
。

　

ま
た
、
医
薬
品
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世

界
で
、
地
方
の
徳
島
と
い
え
ど
も
国
際

標
準
の
知
識
と
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
薬
事
監
視
（
Ｇ
Ｍ
Ｐ
査

察
）
に
お
い
て
は
高
い
専
門
性
が
求
め

ら
れ
、
薬
系
公
務
員
と
し
て
薬
事
行
政

は
、
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
業
務
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
後
輩
が
、
こ
の

道
に
続
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
へ

  

顧
み
る
と
ど
の
仕
事
に
お
い
て
も
、

自
分
一
人
で
で
き
た
も
の
は
一
つ
も
無

く
、
い
ず
れ
も
上
司
や
部
下
な
ど
「
組

織
（
つ
な
が
り
）
」
と
し
て
の
尽
力
・

協
力
が
あ
っ
て
の
も
の
で
し
た
。

  

学
生
時
代
私
は
、
硬
式
庭
球
部
に
所

属
し
、
薬
学
部
主
将
と
し
て
ク
ラ
ブ
に

心
血
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
社
会
人
に

な
っ
て
こ
の
体
育
会
系
の
つ
な
が
り
の

経
験
が
、
非
常
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

勉
強
は
当
然
必
要
な
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
に
加
え
て
横
軸
、
縦
軸
に
自
分
の

世
界
を
つ
な
げ
て
行
っ
て
、
将
来
い
ず

れ
の
分
野
に
進
も
う
と
も
、
社
会
の
た

め
に
な
る
人
を
目
指
し
て
い
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

思
い
出
に
残
る
こ
と

  

ま
ず
滅
多
に
で
き
な
い
経
験
と
し
て

麻
薬
取
締
員
が
あ
り
ま
す
。
司
法
警
察

員
等
の
研
修
を
通
じ
て
、
薬
物
乱
用
者

と
接
す
る
中
で
、
「
止
め
て
や
り
直
す

こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
」
と
の
声
を

耳
に
し
た
時
は
、
薬
物
の
業
の
深
さ
に

身
に
つ
ま
さ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
保
健
所
勤
務
で
は
、
結
果
的

に
は
大
規
模
感
染
症
と
な
り
ま
し
た
が
、

ど
こ
ま
で
患
者
が
広
が
る
の
か
、
何
時

原
因
が
判
明
す
る
の
か
、
業
務
を
行
っ

た
数
日
間
生
き
た
心
地
が
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

  

環
境
分
野
で
は
、
大
手
化
学
工
場
の

重
金
属
に
よ
る
土
壌
汚
染
が
判
明
し
て

以
降
、
関
係
者
が
連
携
し
て
昼
夜
を
問

わ
ず
対
応
し
た
結
果
、
付
近
住
民
に
安

心
し
て
も
ら
え
ま
し
た
が
、
記
者
会
見
、

テ
レ
ビ
報
道
な
ど
は
、
公
務
員
で
な
け

れ
ば
体
験
で
き
な
い
こ
と
で
し
た
。

      今
思
う
こ
と

  

結
局
30
数
年
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

常
に
「
人
（
県
民
）
の
健
康
の
安
全
・

安
心
を
い
か
に
保
持
す
る
か
」
と
い
う

こ
と
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

  

特
に
徳
島
県
は
大
手
製
薬
グ
ル
ー
プ

が
有
る
だ
け
に
、
医
薬
品
生
産
額
が
全

　
私
は
、
昭
和
59
年
3
月
に
薬
学
部
を

卒
業
後
、
徳
島
県
庁
に
「
薬
剤
師
」
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
県
立
三
好
病

院
を
皮
切
り
に
、
県
庁
各
課
で
約
20
年

勤
務
の
他
、
保
健
所
、
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー
等
も
経
験
し
、
薬
系
公
務
員
の
分

野
は
ほ
ぼ
網
羅
し
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
薬
務
課
長
と
し
て
勤
務
を
し
て
い
ま

す
。

薬
系
公
務
員
と
は

  

薬
剤
師
と
い
う
と
病
院
勤
務
が
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
し
ょ
う
が
、
公
務

員
は
他
に
薬
事
、
食
品
衛
生
、
環
境
衛

生
分
野
な
ど
勤
務
内
容
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
本
県
に
百
名
余
り
の

職
員
（
薬
剤
師
）
が
い
ま
す
が
、
病
院

以
外
に
約
7
割
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
を
具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、

薬
事
行
政
は
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
や
薬

局
・
薬
店
の
許
認
可
・
監
視
で
す
。
食

品
や
環
境
分
野
も
同
様
に
、
関
連
企
業

や
店
舗
の
許
認
可
・
監
視
を
ベ
ー
ス
に

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
合
わ
せ

て
医
薬
品
、
食
品
、
大
気
や
水
質
、
放

射
性
物
質
及
び
感
染
症
関
係
の
、
試
験

検
査
・
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
危
機

管
理
の
点
で
休
日
夜
間
の
対
応
も
多
く
、

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
県
民
の
安

全
安
心
を
下
支
え
し
て
い
ま
す
。

　

僕
は
、
2
0
1
5
年
12
月
7
日
か

ら
12
月
22
日
ま
で
の
約
2
週
間
、
フ

ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
C
N
R
S
）
の
国
際
科
学
研
究
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（Projet International 

de Coopération Scientifique

）
の
一
環

と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
大

学
物
質
波
動
研
究
所
（U

niversité de 

Bordeaux, Laboratoire O
ndes et M

atière 

d’
Aquitaine

）
に
て
、
共
同
研
究
を
行

常
に
流
暢
で
、
聞
き
取
り
や
す
い
発
音

で
あ
っ
た
た
め
、
普
段
の
生
活
で
も
全

く
ス
ト
レ
ス
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
日
本
人

と
の
英
会
話
力
の
違
い
を
明
確
に
感
じ

ま
し
た
。

　

今
回
の
滞
在
と
交
流
を
通
し
て
、
日

本
と
フ
ラ
ン
ス
間
に
お
け
る
、
仕
事
に

対
す
る
取
り
組
み
方
の
違
い
が
最
も
印

象
深
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
仕
事
の
優
先
順
位
と
取
捨

選
択
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
を
短

時
間
で
効
率
よ
く
行
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
日
の
少
し
長

め
の
昼
休
憩
や
週
末
、
長
期
休
暇
に
は

き
っ
ち
り
休
み
（
遊
び
）
、
完
全
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
か
ら
仕
事
に
取
り
掛

か
る
こ
と
も
、
集
中
し
て
仕
事
を
行
う

上
で
重
要
で
あ
る
と
知
り
、
こ
の
よ
う

に
物
事
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
行
う
と

い
う
こ
と
を
、
自
身
の
今
後
の
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
こ
の
よ
う
な
海
外
の

大
学
で
研
究
す
る
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
、
指
導
教
員
の
安
井
武
史

教
授
、
ボ
ル
ド
ー
大
学
のE

m
m
anuel 

A
braham

教
授
、
お
よ
び
共
同
で
実

験
を
行
っ
て
い
た
だ
い
たC

lém
ent 

T
rovato

君
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
室

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
し
た
。

　

ボ
ル
ド
ー
大
学
は
、
学
生
数
約
6
万

人
、
教
員
数
約
4
千
人
が
在
籍
し
て
お

り
、
フ
ラ
ン
ス
全
体
で
は
4
番
目
、
ボ

ル
ド
ー
の
位
置
す
る
フ
ラ
ン
ス
南
西
部

で
は
最
大
規
模
の
大
学
で
す
。
ボ
ル

ド
ー
ワ
イ
ン
の
産
地
と
し
て
世
界
的
に

有
名
な
ボ
ル
ド
ー
は
人
口
約
24
万
人
の

都
市
で
あ
り
、
川
の
湾
曲
部
に
そ
っ
て

三
日
月
形
に
形
成
さ
れ
た
市
街
地
の
形

状
か
ら
『
月
の
港
』
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
18
〜
19
世
紀
の
都
市
計
画
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
調
和
の
あ
る
街
並
み

と
、
近
年
の
ガ
ロ
ン
ヌ
河
岸
の
再
開
発

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、
2
0
0
7
年

に
は
市
街
区
域
が
世
界
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
研
究
先
で
あ
るE

m
m
anuel 

Abraham

教
授
の
研
究
室
で
は
、
電
磁

波
と
光
波
の
境
界
で
あ
る
T
H
z
波
を

用
い
た
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
関
す
る
研
究

を
行
っ
て
お
り
、
滞
在
中
、
現
地
大
学

院
生
のClém

ent T
rovato

君
と
共
に
、

『
T
H
z
波
を
用
い
た
3
D
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
』
に
関
す
る
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
僕
の
滞
在
後
、
今
度
は

Clém
ent

君
が
2
0
1
6
年
4
月
か
ら

イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
徳
島
大
学
に
在

籍
し
、
継
続
し
た
共
同
実
験
や
深
い
交

流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
滞
在

中
は
、E

m
m
anuel

教
授
やClém

ent

君
を
始
め
と
し
た
大
学
関
係
者
の
み
な

ら
ず
、
町
の
人
た
ち
も
み
な
英
語
が
非

先
輩
に

続
け

社
会
の
た
め
に

な
る
人
を
目
指
そ
う

 

徳
島
県
保
健
福
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薬
務
課
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う
え
お
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と
し
ろ
う
）

大学院先端技術科学教育部 博士後期課程 
平成29年3月修了

長谷栄治 （はせ えいじ）

ボルドー大学に
滞在して

来日したClément君（左）と筆者（右）

ボルドーのシンボル『水の鏡』

新築のヌーヴォ・スタッド・ド・ボルドーにてサッカー観戦構築した実験装置


